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令和３年度 学校関係者評価実施報告書（まとめ用） 
 

学校番号 36 学 校 名 静岡県立静岡東高等学校 記 載 者 長谷川祥吾 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取

組

目

標 

成果目標 

自

己

評

価 

関

係

者 

評 

価 

意見 

ア 授
業
改
善
と
学
力
向
上 

・教員の授業参観 年３回以上 100% 

・「授業を通して新たな知識や考え方を

身に付けることができた」と答える生

徒割合 全科目で 70％以上 

・教員の教科指導セミナー参加者人数 

５人以上 

・教員による先進校訪問 4人以上 

・１・２年家庭学習時間 平日１日平

均２時間以上 

・１・２年 11 月進研模試偏差値平均 

55以上 

・大学入学共通テスト平均点 全国平

均＋５％以上 

・３年予備校ＤＶＤ講座参加者数 30

人程度 

・学習支援プラットホーム（Classi）

の学習指導への活用 

・新教育課程共通テストに対応する体

制の確立 

・３年間を見通した進路指導計画の検

証と改善 

・東陵セミナーにおける探究的学習プ

ログラムの充実とパフォーマンス評価

の検証と改善 

・Classiによる活動履歴蓄積の推進 

B B 

・教員が授業向上や新体制の確立などに努

めて取り組んでいることがうかがえるが、

生徒の学習時間の確保や Classiの活用等

に課題が残ると思われます。新しいことを

導入する際には苦労を伴うが、生徒は意外

と順応が早いので、来年度も改善を継続し

てほしいと思います。 

・家庭学習／１年次から習慣づけることが

大事。「この学校では予習を基本とする。学

校では反転学習または定着を図るための授

業とする。」と決め、最初（入学直後）から

家庭学習計画表を書かせて、東高はそうい

うものだと徹底するとよい。 

・Classiの活用／これの活用頻度を高める

ことが目的ではないと思う。導入した以上

使わざるをえないので、導入以前に十分に

機能を確認して必要性を検討すべきだった

のではないかと思う。 

・進路指導計画／「新教育課程共通テスト」

への対応は良かった（Ａ）とのことなので、

それを活かして「観点別評価」についての

検討を進め、進路指導を充実させてもらい

たい。 

・東陵セミナー、探究学習、それに関する

Classiの活用／個々の生徒が、自ら「こう

したい」と思わないと、真の「探究」は見

込めない。生徒が主体的に取り組めるよう

な投げかけが必要だと思う 

・進路指導計画は、PDCAサイクルを廻すこ

とが大事。検証と改善の反映を、中間時点

等で実施されたい。 

・入試の結果が楽しみです。 

・この 2年は非常時であったがゆえ、目標

を完遂することは困難な年であったと言え

ます。目標達成が不完全であったとしても、

それが低評価につながるとは思えません。 
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イ 志

の

育

成

と

進

路

目

標

へ

の

挑

戦 

・大学模擬授業 生徒満足度 各 90％以

上 

・大学訪問 生徒各自の目標達成率 

100%（オンライン等代替も含む） 

・大学入学共通テスト５教科型受験率 

80％以上 

・ハイレベル模試受験者数 学年各 30

人以上 

・県内国公立大学合格者数 50人以上 

・国公立大学現役合格者数 卒業生の

50％以上 

・難関国公立大学合格者数 10人以上 

・難関私立大学合格者数 90人以上 

・「専門教養講座」の単位取得生徒数 

10人以上 

・生徒個人面談回数 年間５回以上 

・静岡大学実験実習講座参加者数 20

人以上 満足度 90%以上 

・修学旅行生徒満足度 各コース 90%

以上 

・SDGs等に関する各種外部コンテスト

プレゼン大会に参加する生徒 20人以

上 

・留学生交流会の実施 

・ｴﾝﾊﾟﾜｰﾒﾝﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 参加者数 30人

以上 満足度 90％以上 

・英語外部検定 ＣＥＦＲ B1レベル 

60人以上 A2レベル 500人以上 

A A 

・コロナ禍で活動が制限される中、実施さ

れた活動に関しては高く評価できると思い

ます。学校の外部での活動を複数実施し、

進路にもつなげようとする取り組みは大変

良いことだと思いました。 

・ハイレベル模試受験者を多くしたいとい

うのは、学校としての目標であって、生徒

個々のニーズに応えていく姿勢を評価する

ものではないと思う。 

・生徒面談／最重要課題。細やかな個別対

応の様子がうかがえる。引き続き、宜しく

お願いしたい。 

・修学旅行／、外部コンテスト、留学生交

流会他／コロナ禍中ながら、良くやってく

れたと思う。 

・大学共通テストの受検率の高さを表羽化

します。3教科での目標設定も検討しては

どうか。 

・対外講座、プレゼン交流会への積極的参

加も見られ、また英語外部検定の実績も計

画以上である。今後の目標の水準の見直し、

高めのチャレンジを期待したい。 

  

ウ 自

主

自

律

の

精

神

と

豊

か

な

人

間

性

の

育

成 

・遅刻生徒数 １日平均全校で５人以

下 

・東陵祭生徒満足度 80% 

・「自ら進んで挨拶をしている」と答え

る生徒 90％ 

・各部活動の目標達成率 80% 

・最終下校時間 19：30の遵守  

・「高校生活指導プログラム」による系

統的な初期指導とクラス目標づくりの

実施 

・情報モラル講座の実施 

・情報モラル関連の生徒指導 ０件 

・文化教室 生徒満足度 80％以上 

・ビブリオバトルの実施 

・図書館の貸出本冊数 5,000冊以上 

B A 

・各種イベントで積極的に活動している様

子がうかがうことができる反面、基本的な

生活習慣に関する項目で少し気になる自己

評価でした。 

・遅刻者／上級生は、夜間の家庭学習の習

慣が、朝学習に影響する。コロナ禍で難し

かったと思う。 

・挨拶、下校／基本的な生活習慣の徹底に

ついて評価できる。引き続き大事にしても

らいたい。 

・高校生活指導プログラム／学習計画と併

せて、教員が指導するということではなく、

教員はファシリテータ的な役割を担う。生

徒の実態に合った主体的なプログラムの構

築が必要だと思う。 

・情報モラル関係／講演会よりは、eラー

ニングの方がよいと思う。 

・学園祭について、地域への早目な広報活

動にも努められたい。 
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エ 命

を

守

る

教

育

の

推

進 

・重大な生徒交通事故件数 ０件 

・保健便りの発行回数 15回以上と発行

方法の工夫 

・養護教諭による集団を対象とした保

健教育の実施 

・グループエンカウンター（1 年生）

の実施  

・セラプラスの実施と活用 全学年 

・1分間カウンセリング（1年生）の実

施 

・地域防災訓練への生徒参加率 80%

以上 

・一斉メール配信を活用した安否確認

訓練の実施 

B A 

・コロナ禍で生徒の心の健康も心配される

が、様々な取り組みを通して生徒たちの命

を守る教育が実施されていることがわかり

ました。 

・交通事故、保健教育／交通事故報告が例

年並み（10件報告）だから「Ａ」と評価で

きるか疑問。 

・教員側が機会を設けないと自分を見つめ

たり素直に表現したりできないということ

では困る。現実の集団（クラス）内では本

音で語れず、ネット上に別の集団が存在す

るということのないように気をつけたい。 

・防災／安否確認メール等の「何でもない

こと」も、しっかりやること。日々の備え

が大事だと思う。 

・スマホを持っての自転車乗車への指導を

徹底されたい。 

・地域防災訓練は、コロナ禍で実施されな

かったが、高齢化された自治会の共助での

訓練は限界がある。学生諸君の積極的参加

と強いリーダーシップが期待されているこ

とを、ぜひともご指導願いたい。 

オ 広

報

活

動

の

充

実

と

教

育

環

境

の

整

備 

・土曜公開授業の参加者数 計 1,600

人以上 

・土曜公開授業外部評価  満足度 

90％以上 

・土曜公開授業での校内美化点検の実

施 

・ＨＰのタイムリーな情報発信と週２

回以上の更新 

・ＨＰにおける各部活動の活動報告 

学期１回以上 

・事務室窓口へのクレーム件数 ０件 

・月 1回の安全点検の実施 

・ごみ処理費前年比減 

・「信頼できる先生がいる」と答える生

徒 80%以上 

・学年主任連絡会の実施 ３回以上 

・校務分掌部活動の統廃合による校務

の整理 

・各種調査、教材研究等積極的に ICT

機器を活用し、校務の効率化を図る 

・授業や探究に Zoomを活用し、交流や

発信をする 

A A 

・HP や新聞記事等で様々な活躍をうかが

い知ることができました。ICT の活用につ

いてはハード面等の課題もあるとは思いま

すが、整備して活用できるとより良い活動

につながると思います。 

・交通事故、保健教育／交通事故報告が例

年並み（10件報告）だから「Ａ」と評価で

きるか疑問。 

・保健だより、保健教育／教員側からの働

きかけは、良くなされていると思う。 

・グループエンカウンター、セラプラス、

１分間カウンセリング／指導案を提示し、

週テストの 20分だから実施できたのでは

ないだろうか？ 表内の記載通り、適切な

実施方法の検討を要する。ただし、教員側

が機会を設けないと自分を見つめたり素直

に表現したりできないということでは困

る。現実の集団（クラス）内では本音で語

れず、ネット上に別の集団が存在するとい

うことのないように気をつけたい。 

・防災／安否確認メール等の「何でもない

こと」も、しっかりやること。日々の備え

が大事だと思う。 

 


